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失敗事例のタイトル  
活性炭吸着塔ろ過ストレーナの孔食 

一次原因（材料要素）  
孔食、局部腐食 

機種  
吸着塔濾過ストレーナ、濾過

器 

部品  
ストレーナ 

材料  
SUS304、オーステナ
イト系ステンレス鋼 

概略の寸法  
 

損傷発生時の状況  
	 工場排水処理施設の最終工程にある活性炭吸着塔のストレーナに腐食、穴明きが生じ活性炭が洩れた。処理

水中に活性炭が混じって排出されたためこの洩れに気づいた。 

調査内容とその結果  
	 ろ過ストレーナは吸着塔の周方向に 8本あり、その内の 1本が洩れていた。ストレーナは外管（スクリーン）
と内管で構成されている。この間に分厚い腐食生成物が詰まっており、これを除去すると外管、内管双方に無

数の孔食が見られ、貫通孔も多数見られた。腐食生成物の分析結果、Fe2O3(37.3%),	 Cr2O3(22.7%)、活性炭 4%
が検出された。処理水は COD	 10→1ppm、pH6.5～7.5で、Cl-を 4000～9000ppmを含んでいた。原水の供給
量	 150m３/hで 1日 4ｈ運転される。 

損傷発生のシナリオ  
	 1)処理水中の Cl-濃度が高い、2)ストレーナがすきま構造となっている、3)運転が間欠的で溶液の滞留時間が
長い、4)活性炭の酸素還元促進作用によりステンレス鋼の孔食、すきま腐食など局部腐食を促進する作用がある、
これらの条件がそろい、すきま腐食的に孔食が生成した。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	 1)ストレーナの材質変更、2)構造変更、3)定期的な清掃実施、が考えられす。このうち 2)と 3)を実施した。す
なわちすきま腐食が起こりにくくなるようにストレーナの外管と内管の間隔を広げる、活性炭を除去する清掃

を年 2回実施する。この対策により同種腐食を防止できた。 
教訓  
	 活性炭がステンレス鋼の塩化物局部腐食を促進する作用があり、すきま腐食の促進試験方法の一つとして実

施されていることはすでに報告されていた。ストレーナの機能から活性炭がストレーナに堆積することは容易

に想像されるので、材料と環境の相互作用に対する事前のシミュレーションが大切である。 
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